
学
校
法
人
國こ

く
が
く
い
ん
だ
い
が
く

學
院
大
學
と
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
５
月
30
日
、「
大
崎
市
と
國
學
院

大
學
と
の
相
互
連
携
及
び
協
力
に

関
す
る
基
本
協
定
書
締
結
式
」を

行
い
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、國
學
院
大
學
が
持

つ
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
た
市
民

生
活
の
向
上
、教
育・研
究
の
推
進

や
地
域
の
発
展
と
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
國
學
院
大
學
は
、令
和
４
年
度

か
ら「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観

光
ま
ち
づ
く
り
学
科
」を
創
設
し
、

全
国
の
歴
史
や
文
化
、自
然
を
見

つ
め
、観
光
を
基
軸
と
し
て
持
続

可
能
な「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も
以
前

か
ら
、鳴
子
温
泉
郷
の
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、協
力
を
得

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
協
定
に
基
づ
き
、市
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
知
識

や
経
験
と
、大
学
が
保
有
す
る
知

的
財
産
、人
材
、技
能
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
に
生
か
し
、観
光
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た

　
５
月
23
日
、加
美
町
で
、お
お
さ

き
日
本
語
学
校
の
留
学
生
28
人
が

昔
な
が
ら
の
田
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
留
学
生
は
、加
美
町
の
農
業
法

人
Ｋカ

ミ

ッ

ク

ス

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
協
力
の
下
、加

美
町
立
鳴
瀬
小
学
校
５
年
生
の
児

童
５
人
と
共
に
体
験
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
留
学
生
に
と
っ
て
、手

植
え
に
よ
る
田
植
え
は
初
め
て
の

体
験
で
し
た
。初
め
は
泥
の
感
触

に
驚
い
た
り
、足
を
取
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
が
、児
童
に
こ
つ
を
教

わ
り
な
が
ら
、苗
を
次
々
と
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

　
留
学
生
は
児
童
に
日
本
語
で
自

己
紹
介
を
し
た
り
、お
に
ぎ
り
を

食
べ
た
り
し
て
、日
本
語
や
日
本

文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
５
月
25
日
、古
川
地
域
で
、

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
米『
さ
さ
結
』の

田
植
え
体
験
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
体
験
会
は
、全
国
サ
サ
ニ
シ

キ
系『
さ
さ
王
』決
定
戦
第
２
代
さ

さ
王
の
坂
井 

美み

津つ

男お 

氏
の
協
力

を
得
て
毎
年
開
催
し
、今
回
で
10

回
目
と
な
り
ま
す
。

　
家
族
連
れ
な
ど
、市
内
外
か
ら

約
30
人
が
参
加
し
、泥
ん
こ
に
な

り
な
が
ら
、田
植
え
を
楽
し
み
ま

し
た
。田
ん
ぼ
に
生
息
す
る
生
き

物
に
も
関
心
を
持
ち
、観
察
し
た

り
触
れ
た
り
し
た
こ
と
で
、生
き

物
と
共
生
す
る「
大
崎
耕
土
」の
農

業
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
申
込
者
に
は
各
種
健（
検
）診
の
受
診
票
お
よ
び
日
程
表
を
送
付
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、受
診
票
や
日
程
表
を
確
認
す
る
か
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、住
ん
で
い
る

地
域
の
担
当
部
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
の
大
崎
市
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は

「
令
和
７
年
度
大
崎
市
職
員
採
用
試
験
受

験
案
内（
初
級・社
会
人
）」を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
第
一
次
試
験
日

　
９
月
21
日
㈰

■
申
込
方
法（
原
則
、電
子
申
請
）

▼
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
受
験
申
込
ガ
イ
ド

を
確
認
し
、必
要
事
項
を
入
力
し
て
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　
「
❶
受
験
申
込
書
兼
自
己
紹
介
書
」を
、

人
財
育
成
課（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）で
受

領
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
手
し
た「
❶
受
験
申
込
書
兼
自
己
紹

介
書
」と
受
験
者
本
人
の
宛
先（
郵
便
番

号・住
所・氏
名
）を
明
記
し
た「
❷
受
験
票

返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
）」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は「
❶
」と「
❷
」

を
、「
初
級
」ま
た
は「
社
会
人
」の
い
ず

れ
か
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
、簡

易
書
留
な
ど
の
確
実
な
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先

　
〒
９
８
９

－

６
１
８
８

　
古
川
七
日
町
１
番
１
号

　
人
財
育
成
課
人
事
担
当　
宛
て

■
受
付
期
間

　
７
月
２
日
㈬
～
８
月
４
日
㈪　
８
時
30

分
～
17
時
15
分（
必
着
）

※
当
日
消
印
有
効
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

お
お
さ
き
市
民
健
診問 

健
康
推
進
課
健
康
増
進
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　
　
　
　
　
　
　
　

市
職
員
を
募
集
し
ま
す問 

人
財
育
成
課
人
事
担
当　
☎
㉓
5
0
2
7

地域 日程 場所

古川

7月2日㈬ 旧高倉小学校体育館
7月3日㈭・4日㈮ 旧西古川小学校体育館
7月7日㈪～11日㈮ 古川保健福祉プラザ（fプラザ）7月14日㈪～16日㈬
7月17日㈭・18日㈮ 旧東大崎小学校体育館
7月23日㈬ 旧清滝小学校体育館（胃がん検診:清滝地区公民館）
7月24日㈭・25日㈮ 敷玉小学校体育館（胃がん検診:敷玉地区公民館）
7月29日㈫・30日㈬ 古川北小学校体育館
7月31日㈭ 宮沢地区公民館

岩出山 7月3日㈭～5日㈯ 岩出山文化会館（スコーレハウス）7月7日㈪～10日㈭

地域 日程 場所

三本木 7月16日㈬～
7月18日㈮

三本木保健福祉
センター

地域 日程 場所

三本木 7月3日㈭・4日㈮
三本木保健福
祉センター

田尻
7月22日㈫

大貫地区公民館
田尻スキップ
センター

7月23日㈬ 田尻スキップ
センター

鹿島台 7月28日㈪・29日㈫
鹿島台保健セ
ンター

日程 場所

7月1日㈫～11月29日㈯ 実施医療機関

■個別検診（子宮頸
けい

がん検診）

■集団検診（乳がん検診）

■集団健診（結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、特定健康診査・健康診
査、骨粗しょう症検診、肝炎ウイルス検診、前立腺がん検診、歯周病チェック）
受付時間（全日程）:7時30分～10時30分

■集団検診（子宮頸
けい

がん検診）

職種 採用予定人員 受験資格

行政 若干名 平成16年4月2日から平成20年
4月1日までに生まれた人

土木 若干名 平成16年4月2日から平成20年
4月1日までに生まれた人

■初級試験（高卒程度）

■社会人試験（大学卒程度）
職種 採用予定人員 受験資格

行政 若干名 昭和60年4月2日から平成7年
4月1日までに生まれた人

▲協定書への署名

▲真剣なまなざしで、丁寧に『ささ結』の
　苗を植える参加者 ▲交流を深める児童(左)と留学生(右)

▲協定書を取り交わした伊藤市長（中央左）と
　國學院大學学長 針

はりもと

本 正
まさゆき

行 氏（中央右）
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